
１人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立水島工業高等学校 

実践者等 上田 恵律子 実践日 令和３年５月～ 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

工業化学科２年実習 

対象生徒（学年等） 工業化学科２年 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

工業試験（セメント分析） 

使用したアプリ等 スプレッドシート、スライド、Meet 

実践の概要（ねらい等） 

スプレッドシートを使用し、実験値データの共有 

スライドと Meetを利用した遠隔授業への対策 

実践の内容 

① スプレッドシートを使用し、実験値データをその場で共有した。実習中は編集のみ可能にな 

り、１つのファイルを複数人同時に編集できる。 

【メリット】生徒はすぐに他生徒の実験データを共有することができ、自身のデータと比較がで 

きた。教員もデータをすぐに複数人分をまとめて見ることができるので、説明や解説に時間を割 

くことが可能。 

実験後は、「編集可能」から「閲覧のみ」にして、レポートの参考資料として活用させた。 

 

② Meetを活用し、スライドを映して授業を説明した。全体の説明中はマイクを OFFにしてスライド 

を見させながら説明を行い、ノートを写させた。 

【メリット】説明後はスライドを「閲覧のみ」できるようにしているので、説明で分からない生徒は

繰り返し見返すことができる。ノートも空いた時間にまとめることができる。 

【改 善 点】Meetを使用しているので、カメラ機能を OFFにするかスライドの画面をスポットにする

ことを徹底する必要がある。 



 

今後は、実習の手順などを②の方法を活用する（スライドに写真や図を入れる）ことができれば、

説明でわからない生徒もスライドを見てできるようになると考えている。 

参考となる HP等  

 


